
   

  ～節分の由来とは？～ 

   ２月３日は節分の日です。｢節分｣は本来、季節の移り変わる時の意味で、 

立春・立夏・立秋・立冬の前日をさしていました。特に立春が１年の初め 

と考えられることから次第に、｢節分｣といえば春の節分をさすものとなり 

ました。立春を新年と考えれば、節分は大晦日にあたり、前年の邪気を祓 

う、という意味をこめて、追儺（ついな）の行事が行われていたわけで、 

その一つが「豆まき」です。追儺とは悪鬼・疫癘(えきれい)を追い払う行 

司のことで、平安時代、陰陽師たちにより宮中において大晦日盛大に行わ 

れ、その後、諸国の社寺でも行われるようになりました。古く中国に始ま 

り、日本へは文武天皇の頃に伝わったといわれています。あなたも鬼を外へ追い出し、福を呼び込む、節分 

の豆まきをしたことがあると思いますが、そんな由来があること、知っていたでしょうか。 

   

  本校でお世話になっているＹＥＦ(四日市市の英語指導補助 

 員）のデービッド先生による授業が３１日(火)にありました。 

 １年２組の生徒相手にエネルギッシュな授業を展開して頂きま 

 したが、２組の人たちはちょっぴり緊張気味だったようです。 

  それというのも、この日は四日市市内で活動している全ての                                         

 ＹＥＦが本校に集まり、授業参観でしたので、後ろにずらっと 

 並んだ顔ぶれに圧倒されていたのかもしれませんね。 

  しかしながら、会話はほとんどが英語ということもあり、あ 

 る意味、生の英会話による授業を参観している気分になりまし 

 た。２組の諸君も耳からの英語、今日１日でずいぶん上達したのではないでしょうか。 

 

   

  去る１月２７日(金)、本年度１回目の下校安全指導が、水沢 

 見守り隊の方たちにより行われました。校門前での生徒の皆さ 

 んはマナーよく、車にも注意し、帰っていくのですが歩道が途 

切れる辺りから２列、３列横隊となり、拡がってしまうようで 

す。勿論、それが危ないことは皆さん自身、よくわかっている 

 はずです。毎月、皆さんのために路上に立っていただく水沢見 

 守り隊の方たちの姿は皆さんの無事を願うご家族の姿そのも 

 のです。交通マナーを守って登下校に努めてください。 
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   来る２月７日（火）、２年生は名古屋市内で修学旅行に向けての事前指導も兼ね社会見学を 

  予定しています。 近鉄名古屋駅を基点に、班ごとに名古屋市内を分散学習する予定です。 

     ９時３０分から１５時までの５時間３０分を有意義に使い、事前に立てた計画に従って市 

  内を地下鉄で移動、２年生諸君にとっては忙しい一日になりそうです。 

   学年で決めたルールに従い、班員全員が一つになって、決められた集合場所に到着できる 

  よう、頑張ってほしいと思います。このときの体験の一つ一つが来年度の修学旅行に反映さ 

  れることになります。色々な状況を想定し、計画を立ててはいても何が起きるかわかりませ 

  ん。それこそ自然災害に見舞われることだってあり得るのですから。その時、いかに班のメ 

  ンバーで危機を切り抜けるか、考える必要があります。備えあれば憂いなし、万全の準備を 

  して社会見学に行ってきてください。 

 

(保護者の皆様へ) 

   

 

  来る２月１４日（火）、学校公開を予定しております。 

  先月、ご案内させていただきましたがその日も近づい 

 て参りましたので再度ご案内いたします。寒さ厳しい折 

 ですが子どもたちの学校での様子をぜひご参観ください。                                

  近所の方と一緒に学校にお立ち寄りいただければ幸い 

 です。１月からは体育科で武道（剣道）の授業も始まっ 

 ています。子どもたちの凛々しい姿をご覧いただけたら 

 とも考えます。ご来校をお待ちしています。 

 

    

    

 

   暦も２月(如月)となり、早春とは言いつつも、厳しい 

  寒さが続いています。 山から吹きおろす風の冷たさは 

  身に凍み、こたえます。 他校ではインフルエンザで学 

  級閉鎖と なっているところも多々あり、春の訪れには 

  まだまだ時間がかかりそうです。 ３年生の皆さんにお           

  いては 私立高校の受験も終わり、一息ついているとこ 

  ろかもしれませんね。 事実、今まで張り詰めてきた気 

    持ちは計り知れないものがあるかもしれません。 でも 

    気を緩めすぎないように。まだまだ我慢が必要。 福は 

    春の訪れとともにやってくるもの。それまでもう少しの辛抱です。頑張ってください。 


